
 

 

 

 

 

 

 学校では集団で学習を行っています。例えば、国語の授業で同じ物語を読んでも、子ど

もたちそれぞれで読み取り方、感じ方は異なります。一つの答えを求めるだけの授業では

なく、子どもたちの考え方や価値観などを関わらせる機会を設けることで、友達の様々な

意見に触れ、学びを深めることにつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→３年生の国語の授業では自分の立場を明確にして活発な話し合いが行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→６年生の国語の授業では「ヒロシマのうた」を教材として登場人物の気持ちを考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→「おもてなし隊」が保護者会のスリッパの準備、整頓を行っています。 
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